





K 
> 
WS 
7 

EF 
区 














【 要 言 】 











平成 23 年 度 か ら 継続 し て いる 岩手 県 放射 線 内 部 被ばく 健康 影 # 
回 目 と な る 今年 度 の 調査 結果 が まとまり まし た 。 
① 放射 性 ヨウ 素 : 全員 不 検出 (検出 限界 0.3 て 0.5Bq/Y 程度 ) 



























































② 放射 性 セン ウム : ほとん どの 子ども が 減少 (ほとん どの 子ども が 1.0Bq/ 日 未満) 
前 回 調査 時 以降 の 預託 実効 線量 追加 分 は 全員 0.01mSy 未満 

③ 放射 性 カリ ウム : 多少 の 増減 が あめ る も の の これ まで の 調査 時 と ほぼ 同様 

な お 、 有識者 会 議 委員 へ 報告 し 、「 放 射 性 セン ウム に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え 

られ る 。」 な どの 評価 と な っ て いま す 。 
















































































1 調査 方 法 (調査 期間 : 平成 28 年 10 月 1 日 へ 平成 29 年 3 月 3 日 ) 
1) 平成 23 年 度 の 調査 対象 者 (当時 15 歳 以下 の 子ども 132 人 ) の うち 、 今 回 調査 の 協 


力 者 (8 人 ) に 対し 、 こ れ ま で の 調査 と 同様 の 条件 で 継続 調査 を 実施 


ア OS 問診 票 (採尿 記録 ) の 記入 ・ 提 1 
イ ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 に よる 測定 (1 検体 当たり 60 分 の 測定 ) 
2) OR ot Nt 
ア 1 日 尿 中 放射 性 物質 量 を 算出 (採尿 記録 を 基 に これ まで の 調査 と 同一 手法 で 8 ヨ 
) 
イ 預託 実効 線量 を 評価 (放射 線 医 学 総合 研究 所 の MONDAL3 を 利用 ) 
(3) 測定 デー タ を 分 析 す る と と も に 、 個 々 人 の これ まで の 調査 デー タ と 比較 検証 
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2 継続 調査 の 結果 (※ 詳 細 は 別 添 資料 の と お り ) 
(1) 放射 性 ヨウ 素 に つい て 


調査 対象 者 8 人 全員 不 検出 (検出 限界 三 0.3 て 0.5Bq/% 程 度 ) 
⑫) 放射 性 セン ウム に つい て 


ほとん どの 子ども が 減少 (ほとん どの 子ども が 1.0Boq/ 日 未満 ) 
(3) 放射 性 カリ ウム に つい て 


多少 の 増減 が ある も の の これ まで の 調査 時 と ほぼ 同様 
































3 有識者 会 議 の 評価 結果 (平成 29 年 3 月 3 日 ) 
(1) 全体 評価 


尿 中 の 放射 性 セン ウム の 量 は 検出 限界 以下 ある い は 検出 限界 を わずか 





























に 超え る 程 











度 で あり 、 預 託 実効 線量 も 0.01mSv 未満 で ある こと か ら 、 放 射 性 セシウム に よる 健 
素 影 響 は 極め て 小さ いと 考え られ る 。 











(② 県 (行政 ) に 対す る 助言 
ア 今後 の 調査 方 法 に つい て 
放射 性 セシウム の 内 部 被ばく に よる 健康 影響 は 極め て 小さ い レ ベル で あり 、 ま た 、 
参加 者 も 少な く な っ て いる 現状 か ら 、 組 織 的 な 調査 は 終了 し て 良い と 考え る 。 
放射 性 セン ウム の 尿 中 レベ ル お よび その 値 か ら 導 か れる 実効 線量 が 極め て 低い レ 
ベル で ある こと 、 な ら び に その レベ ル で 安定 し て いる こと か ら 、 今 後 は 調査 を 継続 
する 必要 は な いと 考え る 。 
イ 甲状腺 超 音波 検査 に つい て 
本 県 の 子ども の 放射 性 ヨウ 素 に よる 内 部 被ばく は 極め て 小さ いと 推定 され る こと 
か ら 、 甲 状 腺 超 音 波 検査 の 必要 は な いと 考え る 。 な お 、 引 き 続 き 福 島 県 で の 検査 結 
果 の 動向 を 注視 し 、 甲 状 腺 検 査 の 希望 者 に は 援助 等 の 配慮 が 必要 と 考え る 。 


必要 な いと 考え る が 、 不 安 が 強く 、 検 査 を 希望 され る 方 は 、 受 診 で きる 配慮 が 必 
要 と 考え る 。 


ウ その 他 
福島 県 の 県 民 健康 調査 な ど , 今後 も 情報 提供 を 願う 。 
県 と し て が ん 発症 登録 の 鍛 皆 性 に 努力 し て いた だ きた い 。 
放射 線 内 部 被ばく に 対す る 特段 の 配慮 は 必要 な く 、 一 般 的 な 保健 
上 と その た め の 意 識 向 上 に 向け た 努力 が 望ま れる 。 
3) 県 民 に 対す る 助言 
ア 内 部 被ばく の 防止 に つい て 
放射 線 被ばく 防護 を 念頭 に 置い た 特段 の 措置 は 不 必要 。 
野生 鳥獣 肉 は 今 で も 放射 性 セン ウム 濃度 が 高い 場合 が ある の で 注意 し まし ょ う 。 
流通 し て いる も の は まっ た く 間 題 あ り ま せん 。 
イ 外部 被ばく の 防止 に つい て 
特に 気 に す る レベ ル で は あり ませ ん 。 
ウ その 他 の 助言 






















































































































































































医療 レベル の 向 













































































喫煙 、 過 度 の 飲酒 、 過 食 、 偏 っ た 栄養 な ど を 避け て 適度 の 運動 を する な ど 、 一 般 
に 健康 に 良い と いわ れる 生活 習慣 、 食 習慣 を 守る こと に 留意 し て 下さ い 。 


放射 能 の リス ク に と ら わ れる こと な く 、 食 を 含め て 健康 で 規則 正しい 生活 に 努め 
る こと が 一 番 だ と 思い ます 。 









































【 担 当 】 医療 政策 室 感 染 症 担当 小野 ・ 高 橋 019-629-5472 


調査 協力 者 の 属性 


| 60 | 36 | 8 | j | jm | is5l 
12 回 ( 成 24 生 | | 6 | s | sm| se l 
|a 加 上 (成年 本 | ie | m | 3 | 3 | |sl 
[4 人 上 大 26 生 本 | 10 | ? | 6 | 1 | 6 | sil 
E27 6 | 6 | 6 | 』 | 3 | sel 
mtewze* め | 3 | 』 16 1 e EE 


1 回 目 (平成 23 年 度 ) 6 回 目 (平成 28 年 度 ) 














| 尿 1 リ ッ ト ル 当 た り の 放射 性 セシウム 量 (34Cs 十 137Cs) | 


6 回 目 (H28 年 度 ) 参 加 者 68 名 の これ まで の 推移 


1 回 目 2 回 目 3 回 目 4 回 目 5 回 目 6 回 目 
(H23 年 度 ) (H24 年 度 ) (H25 年 度 ) (H26 年 度 )  (H27 年 度 )  (H28 年 度 ) 
0 人 0 人 | 9 人 9 人 
0 人 0 人 0 人 9 人 
0 人 | 0 人 0 人 
0 人 | 0 人 
0 人 | 0 人 
0 人 | 0 人 
0 人 | 0 人 
還 3 人 
5 
0 人 


※ 5 較 目 は 未 表 施 の 者 が いる た め 、 全 計 人 数 が 典 な る こと 。 
率 6 較 目 ( 七 28 年 度 ) 調 査 に お ける 検出 限界 は 、 それ ぞ れ の 松 種 で 標 ね 0.2 一 0.4BqY 程 度 | 











1 日 当たり の 尿 中 放射 性 セシウム 量 (4Cs 十 137CsS ) 


1 同 目 2 回 目 3 回 目 4 回 目 5 回 目 6 回 目 
(H23 年 度 ) (H24 年 度 )  (H25 年 度 ) (H26 年 度 ) (H27 年 度 ) (H28 年 度 ) 


1 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 


0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 
0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 


0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 


っ ー 3B 目 未満 


6- TB 旦 未 満 
5ー6Bq 呈 未満 


ま ー5B 旦 氷 満 


1- 2Bg 旦 未満 
1Hg 是 氷 滴 








下 検 出 D) 














※※ 5 園 目 は 未 実 序 の 者 が いる た め 、 合 計 人 数 が 納 な る こと , 


| 交 6 園 目 (H28 年 度 ) 詩 査 に お ける 検出 際 界 は 、 そ れ ぞ れ の 栓 種 で 概ね 0.2~0. ま Bq 得度 





1 日 当たり の 尿 中 放射 性 セシウム 量 (134Cs 十 137Cs ) 


3 回 目 4 国 目 5 回 目 
(H25 年 度 ) (H2$ 年 廣 ) (H27 年 度 ) 


0 人 0 人 
0 人 0 人 
0 人 0 人 
0 人 
0 人 
0 人 
0 人 
較 9 人 3 人 | 1 人 
| 13 画 7 人 


30 人 60 人 0 上 人 30 人 OU 人 0 人 30 人 60 人 0 人 30 人 60 人 0 人 30 人 60 ル 0 人 30 60 人 











1 日 当たり の 尿 中 放射 性 カリ ウム 量 (“"K ) 


1 回目 2 回 目 3 回 目 4 回 目 5 回 目 6 回 目 
(H23 年 度 ) (H24 年 度 ) (H25 年 度 ) (H26 年 度 ) (H27 年 度 ) (H28 年 度 ) 
199BqiR 上 10 人 11 人 0 人 0 人 
80- 19GBg 
来 者 4 ん A 


1 人 1 人 
12 人 ん lsA 0 人 0 0 人 
9 人 5 人 上 5 人 ト が A 0 人 
ーー | BbW 画 四 8 人 5 人 5 人 
aa | 1 か 較 12 6 人 | 3 人 


05 卓二 上 【5 人 3 人 | s 和 人 1 人 19 人 0 人 











し L_ | | We 
0 人 30 人 60 人 0 人 30 人 60 人 "人 30 人 0 人 0 人 30 人 60 人 0 人 30 人 60 人 0 人 30 人 60 人 
※ 矯 身 性 カリ ウム の 測定 を 希望 し な か っ た 者 が いる た め 、 他 と は 入 肝 人 数 が 壮 な る こと 。 

謗 計 負 状 と は 人 敵 衝 に 自然人 性 物質 tt 平均 的 な 廊 








これ まで の 結果 (各回 毎 参加 者 全員 の 状況 ) 


1 2 回目 3 回 目 4 回 目 5 回 目 6 回 目 
(平成 23 年 ) (平成 24 年 ) (平成 25 年 ) (平成 26 年 ) (平成 27 年 ) (平成 28 年 ) 


005~ 


a 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 


0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 


3 
人 


0 人 0 人 0 人 0 人 


中 8 1 引 16 
、 政男 較 ) ん | 馬 
0 人 3 お 5 人 9 人 0 人 35 人 9 人 0 人 45 人 90 人 0 人 35 人 90 人 0 人 35 人 90 人 0 人 35 人 90 人 


FREE aiee 
【 預 託 実効 線量 の 算出 方 法 】 
1 回 目 は 、 原発 事故 発生 時 か ら 1 回 目 調査 時 (平成 23 年 12 月 頃 ) ま で の 慢性 経口 摂取 と し た 。 
2 回 目 以 隆 は 、 前 回 調査 終了 日 を 起点 と し 、 各 回 講 査 時 ( 各 年 11 月頃) まで と し て 算出 。 

















6 回 目 (H28 年 度 ) 参加 者 8 名 の これ まで の 推移 


1 較 目 2 回 目 3 固 目 4 回 目 5 回 目 6 回 目 
(平成 23 年 ) (平成 24 年 ) (平成 25 年 ) (平成 26 年 ) (平成 27 年 ) (平成 28 年 ) 


oan 0 人 0 人 0 人 0 人 
0 人 0 人 0 人 0 人 


0 人 0 人 0 人 0 人 


園 い 園 ぃ は 


0 人 30 ノ 0 人 30 人 0 人 30 人 0 人 30 人 0 人 3 0A 30 人 


※ 5 較 目 は 未 実 序 の 者 が いる た め 、 台 冒 人 数 が 凌 な る こと 。 

【 預 託 実 効 線量 の 算出 方 法 】 
1 回 目 は 、 原 発 事故 発生 時 か ら 1 回 目 調査 時 (平成 23 年 12 月 頃 ) ま で の 慢性 経口 摂取 と し た 。 
2 回 目 以降 は 、 前 回 調査 終了 日 を 起点 と し 、 各 回 調査 時 ( 各 年 12 月 頃 ) ま で と し て 算出 。 














個人 別 の 放射 性 物質 量 の 増減 (1 日 尿 当たり ) 


(n 三 8) (n 三 8) 


1 日 放射 性 セン ウム 量 1 日 放射 性 カリ ウム 量 
5.00 By 日 エーーーー 生計 | 120.00 Be 
し て 表示 し て いま す 。 
100.00 Bq 日 


80.00 Be 日 





60.00 Ba 日 


30.00 Br 日 





20.00 Be 日 


人 DD Di 


CERES の の の の の の 





